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1

証言のスライド 2008年8月26日

Ⅰ 「千葉県の長期水需給」の役割

Ⅱ 千葉県の実績無視の予測

Ⅲ 千葉県による水需要予測の下方修正

Ⅳ 千葉県水道全体の将来の水需給

Ⅴ 千葉県営水道の将来の水需給

Ⅵ 千葉県工業用水道の将来の水需給

Ⅶ 利根川流域と全国の状況

嶋津 暉之

2

東京都内における

地下水大口使用65工場の

地下水揚水量の推移

（水使用合理化の

指導の成果）
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（意見書37ページ図１より）
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3

水使用合理化技術
の調査報告書

（１９７８年１０月）

4

〔相模大堰（宮ケ瀬ダムの取水堰）の差止め裁判〕

神奈川四水道の一日最大配水量の実績と予測
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（意見書37ページ図２より）
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5

相模大堰差止め裁判（住民訴訟）

横浜地裁の判決（2001年2月28日）

「昭和62年ごろからの水需要の実績値については、増

加傾向が減少し、横ばいともいえる傾向が見て取れ

るばかりか、前年度より減少した年度も見られる。こ

のように実績値と予測値とが一見して相当に乖離し

てきたのであるから、一部事務組合としての企業団と

しては、法令に従い予測値の過程を再検討すべき事

が要請されたというべきである。 」

（意見書4～5ページより）

6

〔徳山ダム差止め裁判〕

徳山ダム対象地域（岐阜・愛知）の水需要の実績と予測
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（意見書37ページ図３より）
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7

徳山ダム差止め裁判（事業認定取消訴訟）

岐阜地裁の判決要旨（2003年12月26日）

「なお、当裁判所は、本件水需要予測について建設大臣が平成

10年12月にこれを是認した判断は、当時においては建設大臣

の裁量の範囲を逸脱するものではないと判断するにすぎない

ものであり、現時点においてはウォータープラン２１の水需要

予測の方が合理的であるから、独立行政法人水資源機構とし

ては、早急に水需要予測を見直し、最終的な費用負担者であ

る住民の立場に立って、水余りや費用負担増大等の問題点の

解決に真摯に対処することが望まれる。」

（国のウォータープラン21：平成11年6月策定） （意見書6ページより）

8

千葉県・水道の

一日最大給水量の
実績と予測

（意見書38ページ図４より）
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Ⅰ 「千葉県の長期水需給」の役割
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9

千葉県・水道の
一人一日最大給水量

の実績と県の予測

（意見書38ページ図6より）
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「千葉県の長期水需給」についての
被告の主張

「個々の水道事業体は、それぞれの給水区域に対し安定供給を

責務とする立場を前提に、総合的な判断により水資源開発を

行っているものであり、その結果水道事業体がその地域の給水

のために八ッ場ダムの水源を必要とするとしているものであるか

ら、県全体の水需要見通しである「千葉県の長期水需給」の推

定値と実績値とに差が生じたとしても、八ッ場ダム等の個々の水

源の要不要と結びつくものではない。」

（被告準備書面（20）（33～34ページより）
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11

「千葉県の長期水需給」は各水道、各工業用水道の水需給に

関する上位計画として重要な意味を持っており、これによって千

葉県の水道や工業用水道が八ッ場ダム等の新規水源開発事

業に参画する道筋がつくられている。

（意見書７～8ページより）

「千葉県の長期水需給」の役割

「千葉県の長期水需給」は
第５次利根川荒川フルプランを通して、
八ッ場ダム等への千葉県の参加を規定

12

利根川・荒川フルプラン

利根川水系及び荒川水系における水資源開発

基本計画（略称フルプラン）

z水資源開発促進法第４条による法定計画

z利根川・荒川水系の水需給計画を策定し、必要
な水源開発事業を位置づける。

zダム等の各水源開発事業の上位計画である。

（意見書7ページより）



7

13

利根川・荒川第４次フルプランが失効して
７年以上が経過

z 1988年２月に策定された第４次フルプランが2000年

度で期限切れになったままになっていた。

z利根川・荒川水系に関しては水資源開発促進法で

定める上位計画がないまま、八ッ場ダム、霞ヶ浦導

水事業等の各水源開発事業が進められ、違法とも

言うべき状態が続いてきた。

（意見書７～8ページより）

14

第５次利根川・荒川フルプランの策定

z昨年（2007年）10月に６都県はそれぞれの水需給計
画を国土交通省に提出

（千葉県は「千葉県の長期水需給」を提出）

z今年１月に国土交通省は第５次フルプラン案を各都
県に意見照会

z５月に国土交通省は関係行政機関と協議

z７月４日、第５次利根川・荒川フルプランが閣議決定

（意見書8ページより）
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15

「千葉県の長期水需給」の役割

第５次利根川荒川フルプランの千葉県分は

「千葉県の長期水需給」に基づいて作成。

この第５次利根川荒川フルプランが、八ッ場ダム等への

千葉県の参加を規定。

被告の主張

「県全体の水需要見通しである「千葉県の長期水需給」の推定

値と実績値とに差が生じたとしても、八ッ場ダム等の個々の水源

の要不要と結びつくものではない。 」（被告準備書面（20））

16

千葉県・水道の
一日最大給水量の

実績と予測

Ⅱ 千葉県の実績
無視の予測

（意見書34ページ図6より）
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17

千葉県の人口、給水人口の実績と予測

（意見書39ページ図8より）
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18

千葉県・水道の
一人一日最大給水量の

実績と予測

（意見書38ページ図6より）
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19

一人一日最大給水量の減少要因

① 家庭における節水機器の普及

（水洗トイレ、電気洗濯機、食器洗浄機等）

② 業務用水、工場用水の減少（省エネ等）

③ 有収率の向上（漏水の減少）

④ 負荷率の上昇（給水量の変動の減少）

（負荷率＝一日平均給水量／一日最大給水量）

20

県の予測が実績と乖離する主な要因

① 一人一日平均生活用水の予測が過大

② 生活用以外の使用水量の予測が過大

（業務・工場用水）

③ 負荷率の設定が過小

（負荷率＝一日平均給水量／一日最大給水量）

④ 給水人口、人口の予測が過大

（意見書9～14ページより）
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21

千葉県・水道の

一人一日生活用水

の実績と予測

実績と予測の乖離
の原因①

（意見書39ページ図10より）
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22

一人一日生活用水の減少要因

節水機器の普及
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23

千葉県・水道の

業務・工場用水等

の実績と予測
（生活用以外の使用水量）

実績と予測の乖離
の原因②

（意見書40ページ図11より）
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24

実績と予測の乖離
の原因③

千葉県・水道の
負荷率の

実績と予測

（負荷率＝一日平均給水量／

一日最大給水量）

（意見書40ページ図13より）
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25

負荷率上昇の要因（大阪府の分析）

z洗濯乾燥機の普及（従来は梅雨の晴れ間に一度

に洗濯）

z屋内通年プールの増加、屋外プールの減少

z空調機器の普及（夏期のシャワー回数の減少等）

など

大阪府はこの分析より 過去５年間の最小値を採用

（負荷率＝一日平均給水量／一日最大給水量）

（意見書14ページより）

26

千葉県の予測の
その他の問題点

千葉県・水道の
有収率の

実績と予測

厚生労働省｢水道ビジョン｣

の目標値を千葉県に当てはめ

ると、

有収率としては95～96％以上。

（有収率＝料金徴収水量／給水量）

（意見書40ページ図12より）
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27

十分な余裕を見て合理的な考え方で
千葉県・水道の将来需要を予測した場合

予測の条件

①人口
国立社会保障・人口問題研究所の推計値を使用

②水道普及率
県の予測値を使用

③一人一日生活用水
最近５年間（2002～2006年度）の実績値の平均240㍑／日の

まま、今後推移
④業務･工場用水等（生活用以外の使用水量）

最近５年間（2002～2006年度）の実績値の平均30万ｍ3／日
のまま、今後推移

⑤有収率
県の予測値を使用（２015年度92.4％ ）

⑥負荷率
最近5年間（2002～2006年度）の最小値84.5％を採用

（意見書14～15ページより）

28

千葉県・水道の将来需要を合理的に予測した結果
（十分な余裕を見た場合）

合理的な予測 被告の予測

608.4 608.7 641.4

94.0 96.9 96.9

571.8 589.8 621.5

242 240 263

生活用水 1,384,000 1,416,000 1,631,661

生活用以外 288,000 300,000 437,689

計 1,672,000 1,716,000 2,069,350

91.8 92.4 92.4

1,802,000 1,857,143 2,239,606

86.5 84.5 81.7

2,083,000 2,200,000 2,741,419

負荷率（％）

一日最大給水量　　　　（ｍ3／日）

有収水量
（ｍ3／日）

有収率（％）

一日平均給水量　　　　（ｍ3／日）

一人一日生活用水　　　　　（㍑／日）

水道普及率（％）

総人口（万人）

給水人口（万人）

２０１５年度の予測
2006年度実績

（意見書15ページ等から作成）
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29

十分な余裕を見て
合理的な考え方で
予測した場合
（将来の上限値を示す）

千葉県・水道の
一日最大給水量

（意見書15ページ、 38ページ図4から作成）
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30

千葉県の新「長期水需給」
による水需要予測

の下方修正

（千葉県長期水需給調査
委託報告書（2008年3月））
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Ⅲ 水需要予測の下方修正
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31

千葉県の新「長期水需給」
による水需要予測

の下方修正

（千葉県長期水需給調査
委託報告書（2008年3
月））

千葉県・水道の

一人一日最大給水量

の実績と予測
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32

千葉県･水道の水需給計画（2015年度）
（千葉県の新予測）

（意見書16～17ページ等から作成）

（取水量ベースの数字を示す）
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33

千葉県・水道の保有水源
（八ッ場ダム等の新規水源開発を除く）

（給水量ベース　　ｍ3／日）

正当な評価 被告の評価

奈良俣ダム 199,489 196,372

川治ダム 162,985 161,000

渡良瀬貯水池 41,802 40,400

利根川河口堰 297,992 296,124

黒部川総合開発 52,149 53,565

霞ヶ浦開発 158,184 156,926

北千葉導水路 357,590 347,200

房総導水路 165,551 164,970

中川江戸川緊急導水 120,852 ----

坂川農業用水合理化 38,905 ----

高田川（白石ダム） 7,615 7,763

県内河川の水源施設 422,404 409,544

利根川江戸川自流 106,987 105,737

県内河川自流 35,279 32,646

449,280 　361,878

2,617,064 2,334,125

河川自流水

利
根
川

県内河川

計

地下水

Ⅳ 千葉県水道全体の将来の水需給

（意見書51ページ表1より）

34

千葉県・水道の水需給（保有水源は八ッ場ダム等の新規水源開発を除く）
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２０１５年度
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35

千葉県･水道の保有水源の評価の差
約２８万ｍ3／日の内訳

中川江戸川緊急
導水, 12.1

坂川農業用水合
理化, 3.9

地下水の評価の
差, 8.7

利用量率による
差, 3.6
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万ｍ3／日

（意見書18ページより作成）

36

江戸川・中川緊急暫定
1964年の東京オリンピックの時から利用

『東京都水道江戸川系拡張事業誌』

「非かんがい期(10月～４月)には相当余裕を持っている江戸

川と、かんがい期に農業用水に利用された水が多量に流

れ、余剰水が生じる中川を有効に組み合わせること、すな

わち、この両河川において時期を異にして生じる余剰水を

緊急の水利措置として、年間を通じて利用することが可能

となったのである。」

（意見書19ページより）
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37

江戸川・中川緊急暫定

zかんがい期には多量

の農業用水の還元で

流量が豊富な中川

z非かんがい期は流量

に相当余裕がある江

戸川

z両者の組み合わせで

年間を通して安定した

取水が可能

緊急暫定路

坂川

（意見書19ページより）

38

江戸川・中川緊急暫定

被告の主張（準備書面（17））

「江戸川・中川緊急暫定約12万ｍ3／日は、現在は暫定豊水

水利権により利用できるものの、現行の「利根川水系及び

荒川水系における水資源開発基本計画」（第４次フルプラ

ン）において「S61～H12需要想定に係る水資源開発施設に

よる水供給の見通しを勘案しながら、その解消を図るものと

する。」と位置づけられているように、不安定な水源であ

る。」

（意見書18～19ページより）
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39

国土交通省への千葉県の回答（2007年3月28日）

「利根川水系及び荒川水系における水資源開発基
本計画需給想定調査について（回答）」

「江戸川・中川緊急暫定水利については、水資源開
発施設完成後においても渇水時に優先的に利用す
ること」

江戸川・中川緊急暫定

（意見書19ページより）

40

利根川荒川水系第５次フルプランによる
位置づけ

「江戸川・中川緊急暫定（現在、東京都水道用

水5.33ｍ3/s、千葉県水道用水1.46ｍ3/sを取

水）については、渇水等緊急時において、東京

都及び千葉県が活用することにより、上流ダム

群の貯水量の節約を図り、利根川全体の利水

安全度の向上を図るものとする。」

江戸川・中川緊急暫定

（意見書19ページより）
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41

坂川農業用水合理化

被告の主張（準備書面（17））

「農業用水合理化の水利権は、かんがい期「４月か

ら９月」に限定されたものであるから、年間を通して

安定的に水の供給を行うために非かんがい期の水

利権として八ッ場ダムの水源（八ッ場ダムが完成す

るまでは豊水暫定水利権）が必要である」

（意見書19～20ページより）

42

坂川

1981年に農業用水から水道への転用

（25年以上の取水実績）

利根川･江戸川の冬期は農業用水が激減す

るので、水利用の面では十分な余裕がある。

利根川本川と江戸川の水利権

坂川農業用水合理化

（意見書32ページより）
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43

国土交通省は
毎年、

非かんがい期に
利根川水系８ダムの

一つ、
谷中湖

（渡良瀬貯水池）
を空にしている。

坂川農業用水合理化

（意見書33～34ページより）

44

利用量率の問題

利用量率（％）：給水量／取水量×100

１－利用量率＝浄水場のロス率

96.7

90
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100
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％

年度

被告の設定値　約95％

千葉県・上水道の

利用量率の実績

（意見書41ページ図17より）
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水道用地下水源

z 被告の計画

水道の地下水源のうち、1.0248ｍ3／秒（約９万ｍ3／日）を

削減

z 削減の理由

「暫定井は、表流水等の代替水源の確保により、削減する

許可条件であることから、ダム施設等の代替水源の完成

に合わせ削減」

暫定井：１９７２～１９７４年に千葉県環境保全条例による

地下水揚水規制が始まった後に設置を許可された水道

水源井戸

（意見書20ページより）

46

千葉県の地盤沈下面積（年間２cm以上）の推移
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年

（意見書42ページ図18より）
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九十九里地域の地下水揚水量の推移
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（意見書42ページ図19（1）より）

48

北総地域・観測井の地下水位
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佐倉市（ｍ）
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成田市（成田－2）（ストレーナー位置207～240ｍ）

佐倉市（内陸Ｗ－3）（ストレーナー位置100～110ｍ）

（地下水位は地表面からの値を示す。）

年

（意見書42ページ図19（2）より）

一般用途に使われている地下水の水位の動向
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地下水は最も良質な水道水源
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東京都内の水道水の水源別トリハロメタン濃度（2001年度）

トリハロメタン：水道水中で発がん性の疑いのある物質

50

千葉県・水道の水需給（保有水源は新規水源開発を除く）

220

233

0

50

100

150

200

250

300

保有水源 一日最大給水量の合理的な予測
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農水合理化　3.9

中川江戸川　12.1

正当な評価262

被告の評価

245

（意見書21ページより）

２０１５年度
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千葉県内の水道、工業用水道の
八ッ場ダム予定水利権

参画量ｍ3／秒

千葉県営水道 0.99（0.47）

北千葉広域水道企業団 0.35

印旛郡市広域市町村圏事務組合 0.54

0.47

2.35（0.47）

 〔注〕（0.47）は冬季手当て

水道

千葉県工業用水道

千葉県の合計

（意見書51ページ表２より）

52

千葉県営水道の
一日最大給水量の

実績と予測
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新事業計画の予測

年度
（意見書43ページ図20より）

Ⅴ 千葉県営水道の将来の水需給
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千葉県営水道の
一人一日最大給水量

の実績と予測
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一人一日最大給水量の実績

長期水需給の予測

年度
（意見書43ページ図21より）
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千葉県営水道の
一人一日生活用水の

実績と予測

（意見書43ページ図22より）
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千葉県営水道の一日最大給水量の実績と予測

（意見書24ページと43ページ図
20より作成）
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合理的な予測値

年度

56

千葉県営水道の水需給

千葉県営水道の保有水源の正当な評価値
（八ッ場ダム等の新規水源開発を除く）

給水量ベース
m3/日

利根川江戸川自流 88,379

利根川河口堰 290,148

川治ダム 164,167

奈良俣ダム 40,354

房総導水路 41,688

中川江戸川緊急導水 121,729

坂川農業用水合理化 39,187

県内河川 高滝ダム 91,714

228,000

60,000

26,000

1,191,366

利
根
川
水
系

北千葉広域企業団からの受水

君津広域企業団からの受水

地下水

計

十分に余裕を見た合理的な予測値

2015年度の一日最大給水量

１０８万ｍ3／日

約１１９万ｍ3／日

（意見書52ページ表3（1）より）
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千葉県営工業用水道の
一日最大給水量の

実績と予測

（意見書45ページ図30より）
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19万ｍ3／日の
乖離

保有水源

Ⅵ 千葉県営工業用水道の将来の水需給

58

千葉県営工業用水道の保有水源 （正当な評価値）

給水量ベース
m3/日

千葉地区 利根川河口堰 54,190

五井姉崎地区 印旛沼開発 423,360

川治ダム 111,005

霞ヶ浦開発 71,887

五井市原地区 山倉ダム 127,008

北千葉導水路 49,956

利根川河口堰 50,803

豊英ダム 89,752

郡ダム 104,993

小糸川総合運用 22,861

北総地区 取水井 1,728

1,107,544

東葛・葛南地区

木更津南部地区

計

房総臨海地区

（暫定水利権を除く）

（意見書53ページ表4より）

一日最大給水量の

2006年度実績値

85万ｍ3／日

約111万ｍ3／日
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千葉地区工業用水道の給水量の実績
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給水量ベース
m3/日

千葉地区 利根川河口堰 54,190

（暫定水利権を除く）

（意見書46ページ図32、53ページ表4より）

60

千葉関連四地区の相互の水融通

千葉県企業庁は今年３月に５年間の行動計画「中

期経営計画」を発表

「配水管が連結している千葉地区、五井市原地区、

五井姉崎地区、房総臨海地区を「千葉関連四地区」

とし、相互に水を融通して、経費節減と安定した水

運用を図る。 」

（意見書27～28ページより）
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千葉関連４地区工業用水道の保有水源（正当な評価値）

給水量ベース
m3/日

千葉地区 利根川河口堰 54,190

五井姉崎地区 印旛沼開発 423,360

川治ダム 111,005

霞ヶ浦開発 71,887

五井市原地区 山倉ダム 127,008

787,450

房総臨海地区

計

（意見書46ページ図33より）

（千葉地区、五井市原地区、五井姉崎地区、房総臨海地区）

（暫定水利権を除く）

62

千葉関連４地区工業用水道の
給水量の実績

（意見書46ページ図33より）

2006年度実績値

一日最大給水量 ５９万ｍ3／日

契約水量 ７８万ｍ3／日

保有水源（正当な評価値）

７９万ｍ3／日
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千葉県営工業用水道の契約水量が
維持される仕組み

千葉県企業庁

z 受水企業が契約水量の変更を申し出た場合

増量は受け入れる。

減量は一切認めない。

z企業が撤退する場合

高額の撤退金を徴収

（意見書28～29ページより）

64

大阪府水道による

一人一日最大給水量の

予測 （2005年3月）

実績重視の予測例
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（出典：大阪府水道部「水需要予測及給水計画等
策定業務委託報告書　平成16年3月」）

年度
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被告による

千葉県・水道の

一人一日最大給水量

の予測

（意見書38ページ図6より）
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66

実績重視の予測を行った大阪府

☆大阪府水道 2005年度に

大戸川（だいどがわ）ダム計画と丹生（にう）ダム

計画からの撤退を表明

（意見書29ページより）
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利根川流域６都県の水道用水の動向
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Ⅴ 利根川流域と全国の状況

（意見書46ページ図35より）

68

利根川流域６都県の工業用水の動向
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（意見書47ページ図36より）
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東京都水道の水需要と保有水源の推移
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（意見書48ページ図39より）

70

茨城県の水道の給水量と保有水源の推移
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（意見書49ページ図40より）
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茨城県の水道＋県営工業用水道の
給水量と保有水源の推移
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（意見書49ページ図41より）

72

千葉県・水道の給水量と保有水源の推移
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（意見書47ページ図37より）



37

73

千葉県工業用水道の給水量と保有水源の推移
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（意見書48ページ図39より）

74

全国の都市用水
の実績
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（意見書49ページ図42より）
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全国で中止になったダム事業
（国交省関連のダムで、水資源機構ダム、都道府県ダムを含む）

109計

22007 年度

32006 年度

52005 年度

32004 年度

102003 年度

142002 年度

82001 年度

472000 年度

01999 年度

71998 年度

61997 年度

41996 年度

中止ダムの数中止決定年

（意見書53ページ表5より）


